
【学習の目標と学習方法】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1
年

音楽記号の書き方
計45ｈ

４月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
2
年

　　　　（７ｈ） 6 リズムドリル　　　　　　　　（５ｈ）6 計35ｈ

４月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 合唱「手紙」 合唱（合唱コンクール曲） 楽典のまとめ 器楽（箏）
年 リズムドリル 楽典のまとめ 鑑賞「アイーダ」 西洋音楽史

鑑賞「ボレロ」 合唱コンクール曲決め 期末考査 学年末考査
　　　　（８ｈ）7 期末考査　　　　　　（８ｈ）6 8 リズムドリル 7 式歌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７ｈ）7 計35ｈ

式歌　　　　　　　　　　　　　　　　    10

ボイスチェック

合奏「浜辺の歌」
鑑賞「運命」
期末考査

リズムドリル
鑑賞「日本歌曲」「越天楽」「勧進帳」
学年末考査

期末考査　　　　　6

器楽（箏）
合唱（合唱コンクール曲）
拍子記号
7

リズムドリル
鑑賞「小フーガト短調」

合唱（既習曲）
器楽（箏）
合唱コンクール曲決め

音楽記号の書き方
鑑賞「ブルタバ」
期末考査
リズム　　　　　　　　9

器楽（箏）の基礎「荒城の月」

学年末考査
鑑賞「六段の調べ」

式歌　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　

　　ガイダンス
　　ボイスチェック
　　鑑賞「魔王」・
「春」

合唱（合唱コンクール曲）

12

ボイスチェック

合唱 
 指揮法
合唱コンクール曲決め
期末考査　　　　　　3

実技テスト
・ミュージックノート
・ワークシート
・定期考査

授業について
*授業は教科書、ミュージックノー
ト、合唱曲集を使用して進めていき
ます。
*音楽の技能については個別に指
導していきますので、経験がある、
ないは関係ないので安心してくださ
い。
*年に数回実技テストがあります。
　
生徒の皆さんに
*忘れ物があると、授業に参加しづ
らい内容もあるので、忘れ物がない
ようにしましょう。
*苦手なものを敬遠してしまうので
はなく、「まずやってみよう」という積
極的な気持ちで授業に臨んでくださ
い。

〈家庭学習について〉
*普段の生活の中で、好きなジャン
ルにこだわらず、いろいろなジャン
ルの音楽聴くようにしましょう。聴い
たことのある曲を授業で学習するこ
とで、音楽的教養が広がっていき
ます。
　
〈試験前はこのように取り組もう〉
*教科書の内容、ワークシート（プリン
ト）を中心に出題します。範囲が狭いの
で、何度も繰り返し復習し、内容をしっ
かりと理解してください。また、楽譜は
毎回出題しますので、日頃から楽譜を
積極的に活用し、慣れておきましょう。
*実技テストも事前にお伝えしますの
で、楽譜を見直すなど、準備をしておい
てください。

音楽に親しみ、音や
音楽に対する関心
をもち、主体的に音
楽表現や鑑賞の学
習に取り組もうとす
る。

音楽を形作っている
要素を知覚し、それ
らの働きが生み出
す特質や雰囲気を
感受しながら音楽
表現を工夫し、どの
ように表すかについ
て思いや意図をもっ
ている。

評
価
観
点

評
価
資
料

創意工夫を生かし
た音楽表現をする
ための技能を身に
付け、歌唱、器楽、
創作で表している。

音楽を形作っている
要素を知覚し、それ
らの働きが生み出
す特質や雰囲気を
感受しながら解釈し
たり価値を考えたり
して、よさや美しさを
味わって聴いてい
る。

・授業観察（発言内
容・取り組み状況・
発表の様子など）
・提出物
・定期考査

・ワークシート
・実技テスト
・定期考査

・音楽の表現を工夫し、どのように表すかを工夫する力を養う。
・音楽を表現するための技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で表す力を養う。
・音楽を形づくっている要素を理解し、よさや美しさを味わって聴く力を養う。

　音楽科 使用教材：教科書、　ミュージックノート（音楽のきまり、リズムドリルを含む）　合唱
曲集　　　（ニューコーラスフレンズ）

関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力


